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「ドクターヘリ見学会」開催［9/13］



2025年9月13日（土）佐賀県
内から240名を超える救急医
療者等が集まり、第47回佐賀
救急医学会を開催しました。今
回は、これから迎える多死社
会や高齢者救急の課題解決に

向けて「救急医療と在宅医療の連携」をテーマとして、職種や施設の枠
を越えた活発な発表及び議論がなされました。

また、医学会の開催に併せて、市民公開講座「ドクターヘリ見学会」を
開催しました。320組を超える応募の中から抽選で選ばれた親子45名
が、間近で見るドクターヘリに興味津々で参加されました。

館長　田中 聡也

最後の砦とは中世の城郭戦などで敵に攻め込まれても
最後まで抵抗する拠点のことです。それが陥落すると全体
の敗北になるような重要拠点＝最終防衛線を指します。医
療機関で「重症患者や他院で対応できないケースを引き受
ける高次医療機関」「救急搬送困難事例などでも必ず受け
入れる医療機関」は最後の砦に例えられます。昨年度も当
館は佐賀県内でもトップクラスの救急車の受け入れ、高い
応需率を維持し「他で受け入れられない患者を断らない」
姿勢を貫いています。どの時間帯であっても、どのような症例
であっても、目の前の命に真摯に向き合う、職員一人ひとり
の努力の結晶です。佐賀県唯一の第一種感染症指定医療
機関をはじめとする基幹災害拠点病院、原子力災害拠点
病院など非常時の役割も担っております。日頃から救急
医療や高度医療を実践することが、非常時に「最後の砦」
の役割を果たすことに繋がります。当館の存在が地域の
安心に繋がり、「好生館があるから大丈夫だ」と思っていた
だけるよう「最後の砦」の誇りある使命を今後も果たして参
ります。当館では救急医療と災害対応の強化や職員のより
働きやすい環境作りを主な目的として来年度末まで増改築
工事が継続します。ご迷惑をおかけいたしますが、診療は
通常通り継続しております。将来も地域での役割を担う
ための工事ですので何卒ご理解ご協力よろしくお願いいた
します。
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『ブラックジャックセミナー』今年も熱く開催！TOPIC .2
毎年恒例、中高生を対象とした外科医体験プログラム「ブラックジャックセ

ミナー」を開催しました！
100名を超える応募の中から抽選で選ばれた42名の参加者が、手術用ガウ

ン・手袋を着用し、外科医さながらに様々な手技を体験しました。模擬手術
や縫合体験はもちろん、手術室の見学や救命処置体験と充実したプログラム
となり、子どもたちの熱い眼差しと真剣な手つきは、外科の魅力そのものを物
語っていました。

今年は外科系の医師に加え、研修医も指導者として初参加。中高生と年齢の
近い彼らの姿は、いつも以上に親しみやすく、そして頼もしく輝いていました。

また、運営には多くの職員と協賛企業であるジョンソン・エンド・ジョンソン
の皆さま全面協力。会場は終始、活気と笑顔に包まれていました。

歴史ある好生館でのセミナーから未来の外科医や医療従事者が一人でも
多く誕生し、佐賀の医療を力強く支えてくれることを心から願っています。

TOPIC .3 産後も切れ目のない支援を－子育てサロン開催－
好生館では、産婦人科と精神科が連携し、妊娠期から出産後に生じるさまざまな不安や不調に対応できる体制を整えていま

す。産後は育児や日常生活の中で不安や孤独、ストレスなどを感じることが少なくありません。そこで、産後1ヶ月健診後も安心し
て話せる場を提供することを目的に「子育てサロン」を開設しました。

当サロンには、精神科医、助産師、看護師、社会福祉士、公認心理師などの専
門スタッフが携わっており、これまで参加された方から「同じような悩みを話
せた」、「孤独感が和らいだ」という声をいただいています。
話すことで自分だけではないと感じたり、心の支えや新しい
気づきが得られる場を目指しています。

開催情報は館内の掲示や公式SNSでお知らせしています。
お一人で悩まず、お気軽にご参加ください。

TOPIC .1 佐賀県初！パルスフィールドアブレーションを導入しました

好生館では2024年12月より、佐賀県で初めてパルスフィールドアブレーション（Pulse Field Ablation ;PFA）を導入しました。PFA
は、極めて短時間の高電圧パルスを心筋に与えることで細胞膜に不可逆的な孔を開け、心筋組織のみを選択的に障害する新
しいアブレーション技術です。従来の高周波アブレーションやクライオ（冷凍凝固）アブレーションとは異なり、心筋以外の周
囲組織（食道や横隔神経など）への熱損傷が生じないため、合併症のリスクを最小限に抑えることが可能です。さらに当館で
は麻酔科との緊密な協力体制のもと、全身麻酔下（深鎮静下）で治療を実施しております。今回、PFAが新たな心房細動ア
ブレーションの選択肢として加わり、適切な患者選定のもとでより個別化した治療が可能となりました。増加の一途を辿る心
房細動患者さんに対し、今後も佐賀大学医学部附属病院と連携し、地域の皆様に最良の医療を提供してまいります。

提供：日本メドトロニック社

▲パルスフィールドアブレーションの模式図

カテーテル電極にパルス電圧
をかけることで電場（パルス
フィールド）を形成し、心筋組織
のみを選択的にアブレーション
することができます。

第47回佐賀救急医学会を開催しました
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救命救急センターでは、2024年度に3,656件（救急車搬送数3,555件、ドクターヘリ
搬送数54件、その他47件）と3,500件を超える救急搬送を行いました。また、救命
救急センター入室数も1,843人と年100～200人ペースで増加しています。「できる
限り救急車を断らない」をモットーに診療を行っています。

救命救急センター入院患者数
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当館救命救急センターは、1987年に佐賀県初
の救命救急センターとして開設され、救急医療に
おける佐賀県の最後の砦としてその歴史を歩んで
参りました。　
2013年には現在の嘉瀬町へ移転し、九州初と

なる外傷センターや、救命救急センター専属看護
師による質の高い救急トリアージなども稼働してお
ります。さらに2014年からは佐賀県ドクターヘリ連
携病院として金・土のドクターヘリ、2023年からは
水・木の好生館ドクターカーによる病院前診療を開
始しております。また、当館は基幹災害拠点病院で
もあり、2023年より災害対策室を立ち上げ、2024年
度には当館初の化学テロ災害受け入れ訓練を行
うなど、一人でも多くの県民の生命を救うべく奮闘
しております。
また、急性心筋梗塞や脳卒中などの緊急性が
高い疾患に対しても、ハートセンターや脳卒中セン
ターと協力して、高度専門的治療を24時間体制で
速やかに提供できるよう充実させて参りました。
県民の皆様が求める、「24時間365日、安定して質
の高い救急医療が受けられること」、この普遍的
な目標を達成するために、今後もさらなる連携強化
を図って参る所存です。

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
／
救
急
科
部
長

　岩
村 

高
志

部
長

　福
岡 

麻
美

postscript－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

感染制御部は、病院全体の感染症診療と感染制御を一元
的に担う専門の部署です。効果的な実践に向け、実働部隊で
ある「感染制御チーム」「抗菌薬適正使用支援チーム」を組織
し、日々 活動しています。
感染症診療における当館の特色は、診療科横断的な感染
症診療コンサルテーションです。感染症はどの診療科でも遭遇
しますが、医療の高度化・複雑化、薬剤耐性菌の増加に伴い、
診断・治療に難渋する症例が増えています。このような患者さん
に対して、臓器別専門診療科とは異なった横断的な視点から
的確な診断、最善の治療が提供できるよう支援しています。そ
の他HIV感染症、梅毒、結核、渡航関連感染症等の専門性の
高い感染症診療や、成人のワクチン接種にも対応しています。
感染制御においては、医療関連感染や薬剤耐性菌を生み

出さない・広げないよう、手指衛生の実践、抗菌薬適正使用推
進等に取り組んでいます。感染制御は自施設だけで完結するも
のではなく、地域の医療施設との感染対策医療連携にも力を
入れています。
新型コロナウイルスパンデミックを経験し、その対応から得た
教訓を生かして次なる新興感染症に備えることは、第一種感
染症指定医療機関である当館の責務です。2024年2月に多職
種で構成される総勢65名の「一類感染症医療チーム」を立ち
上げ、平時より定期的な訓練を行っています。今後さらに行政、
地域の医療機関との連携を深め、準備を進めてまいります。
感染症診療、感染制御は非常に地味で目立たない仕事で

すが、これからも縁の下の力持ちとして、好生館・地域の感染症
医療を支えていく所存です。

一人でも多くの生命を
救うためにベストを尽くす

好生館・地域の
感染症医療を支えます
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〈感染制御チーム〉

〈抗菌薬適正使用支援チーム〉▲医学生を対象とした夏期地域医療実習での個人防護具着用の様子
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度には当館初の化学テロ災害受け入れ訓練を行
うなど、一人でも多くの県民の生命を救うべく奮闘
しております。
また、急性心筋梗塞や脳卒中などの緊急性が
高い疾患に対しても、ハートセンターや脳卒中セン
ターと協力して、高度専門的治療を24時間体制で
速やかに提供できるよう充実させて参りました。
県民の皆様が求める、「24時間365日、安定して質
の高い救急医療が受けられること」、この普遍的
な目標を達成するために、今後もさらなる連携強化
を図って参る所存です。

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
／
救
急
科
部
長

　岩
村 

高
志

部
長

　福
岡 

麻
美
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感染制御部は、病院全体の感染症診療と感染制御を一元
的に担う専門の部署です。効果的な実践に向け、実働部隊で
ある「感染制御チーム」「抗菌薬適正使用支援チーム」を組織
し、日々 活動しています。
感染症診療における当館の特色は、診療科横断的な感染
症診療コンサルテーションです。感染症はどの診療科でも遭遇
しますが、医療の高度化・複雑化、薬剤耐性菌の増加に伴い、
診断・治療に難渋する症例が増えています。このような患者さん
に対して、臓器別専門診療科とは異なった横断的な視点から
的確な診断、最善の治療が提供できるよう支援しています。そ
の他HIV感染症、梅毒、結核、渡航関連感染症等の専門性の
高い感染症診療や、成人のワクチン接種にも対応しています。
感染制御においては、医療関連感染や薬剤耐性菌を生み

出さない・広げないよう、手指衛生の実践、抗菌薬適正使用推
進等に取り組んでいます。感染制御は自施設だけで完結するも
のではなく、地域の医療施設との感染対策医療連携にも力を
入れています。
新型コロナウイルスパンデミックを経験し、その対応から得た
教訓を生かして次なる新興感染症に備えることは、第一種感
染症指定医療機関である当館の責務です。2024年2月に多職
種で構成される総勢65名の「一類感染症医療チーム」を立ち
上げ、平時より定期的な訓練を行っています。今後さらに行政、
地域の医療機関との連携を深め、準備を進めてまいります。
感染症診療、感染制御は非常に地味で目立たない仕事で

すが、これからも縁の下の力持ちとして、好生館・地域の感染症
医療を支えていく所存です。

一人でも多くの生命を
救うためにベストを尽くす

好生館・地域の
感染症医療を支えます
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〈感染制御チーム〉

〈抗菌薬適正使用支援チーム〉▲医学生を対象とした夏期地域医療実習での個人防護具着用の様子



「好生館だより68号」に対するご意見・ご感想を募集しています。

ふれあい看護体験を開催しました

2025年8月1日、看護の仕事に興味を持つ
県内の高校生を対象に、佐賀県看護協会主催
の「ふれあい看護体験」を好生館にて開催しま
した。県内24校348名の応募の中から、当館
には2校31名の高校生が参加しました。
参加者は白衣を着用し、屋上ヘリポートへ
見学の後、フライトナースから仕事内容の紹
介を受けました。入院病棟では、患者さんの
お話を伺い、手浴、足浴、車椅子での移動など、
看護の現場に触れました。また、入職1～2年
目の看護師との座談会では、進路や就職後の
生活、休日の過ごし方など、多岐にわたる質
問が寄せられました。
今回の体験を通じて、看護の魅力、やりがい
を感じ、将来の進路選択に役立てていただけ
れば幸いです。

好生館では、早期回復と自立
支援を目的に、2025年10月か
ら日曜日にも入院治療のリハビ
リを提供いたします。これによ
り、必要度の高い患者さんに対
して連続したリハビリを実施
し、円滑な退院や在宅復帰のサ
ポートに努めてまいります。

日曜日のリハビリテーションを開始します



■ 〒845-0021
　 小城市三日月町長神田2173-2
　 メディカルモールおぎ内
■ ＴＥＬ／0952-72-6101
■ 診療科／脳神経外科・
　　　　　眼科
■ 院　長／前田 健二

地域の医療機関の先生方へ
症状は軽微で救急搬送は大げさだが脳卒中の
鑑別はしておきたい・・・気軽にご紹介ください。
緊急MRIで対応します。
若年者で物忘れを訴えるが大したことなさそう？・・・
気軽にご紹介ください。
MCI/アルツハイマー病の鑑別も行っています。

地域の皆さまへ
眼の症状や、脳卒中の心配、物忘れの心配など、
気になる症状があれば気楽に受診ください。軽微
な症状であっても、丁寧な対応を心がけています。

夫婦で営む『脳と目のかかりつけ医』がモットーで
す。脳神経外科では、頭痛や外傷、脳血管障害、て
んかん、認知症やパーキンソン病など変性疾患、
顔面けいれんなど機能性疾患などに加え、脳外科
出身のかかりつけ医というスタンスで、生活習慣
病などのいわゆるコモンディジーズの診療も行っ
ています。眼科では、手術は行わず、眼科一般診療
を行っています。眼科の眼底検査で見つかる高血
圧などの生活習慣病や、視野異常で見つかる脳梗
塞など、眼科と連携しながら診療する機会も多くあ
ります。

院長
前田 健二

趣味、休日の過ごし方は？
昨年からトライアスロンに挑戦中です。昨年９月に上五島でのレース中に自転車の
事故で骨盤骨折等を来し、２か月間の入院生活を送りました。いろんな方に迷惑を
かけましたが、幸いに後遺症なく回復しました。再度皆さまに迷惑をかけることの
ないよう、夫婦仲が悪くならないよう、少しずつ慎重に、練習を再開しています。

■ 〒840-0805
　 佐賀市神野西1丁目5-10
■ ＴＥＬ／0952-20-1730
■ 診療科／一般内科・一般外科
■ 院　長／堀 晋一朗

2024年12月に神野西1丁目で新規開院しました。
急な体調不良やケガ、また生活習慣病を中心とし
た慢性疾患の維持管理など地域のかかりつけ医と
してプライマリケアをおこなっています。
本当に医療を必要とされている方に適切な医療が
提供できるよう、高度医療機関とも連携しながら、
ストレスなくスムーズに受診ができる環境作りを
しています。何かお困りのことがありましたらいつ
でもご相談ください。

院長
堀 晋一朗 地域の医療機関の先生方へ

私はもともと呼吸器外科が専門でしたが、今後
はプライマリケア医として、地域医療に少しで
も貢献できればと思っています。専門治療でご
相談させていただくこともあるかと思います。
ご高配いただければ幸いです。

地域の皆さまへ
何か困ったときに相談しやすいクリニックを見
つけることは、自分でできる健康管理のひとつ
だと思います。みなさまの選択肢になれるよう
スタッフ一同努力していますので、いつでもご
来院ください。

趣味、休日の過ごし方は？
小２の長女、年長の長男と体力の
限界まで遊びます。
子供が親と遊んでくれなくなった
ら趣味を見つけます。

連携医療機関のご紹介



※初診患者の受付時間は8時30分～11時です。なお、土・日・祝日・年末年始（12月29日～1月３日）は休診です。
※原則として、予約がなく前回の受診から6か月以上経過している場合は初診扱いとなります。
※都合により不在または変更になる場合があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　 （「－」は休診です）

外来医師一覧表
(2025年10月1日現在)

地方独立行政法人　佐賀県医療センター好生館
〒840-8571　佐賀市嘉瀬町大字中原400番地　TEL 0952-24-2171（代表）   FAX 0952-29-9390

ホームページ YouTube Instagram LINE facebookX

総合内科

月～金　　担当看護師が対応します移植後フォローアップ外来
(午後)(完全予約制)

飯野  忠史吉本  五一 吉本  五一⁄飯野  忠史⁄崔　希連飯野  忠史 吉本  五一

吉岡　航/藤本　光 窪津  祥仁/吉岡　航古賀  風太 古賀  風太/中尾　睦窪津  祥仁/藤本　光

田中  宏弥(もの忘れ外来含む) 江里口  誠(もの忘れ外来含む) 盛満  真人(もの忘れ外来含む) 井上  裕香子(もの忘れ外来含む)髙島　洋
髙島　洋/盛満  真人 江里口  誠 江里口  誠/古賀  多門 髙島　洋髙島　洋

武藤  浩平(もの忘れ外来含む) 髙島　洋(もの忘れ外来) ー 古賀  多門(もの忘れ外来含む)ー
武藤  浩平 髙島　洋/江里口  誠 江里口  誠 田中  宏弥井上  裕香子

ー アレルギー外来循環器外来 循環器外来⁄内分泌外来 ー
担当医 担当医 担当医 担当医 担当医

ー ー ー ー ー ー

江里口  誠(高血圧症専門外来)
(午後)(第2)

髙島　洋(パーキンソン病外来)
(午後)

江里口  誠(もの忘れ外来)
(午前)

井上  裕香子(もの忘れ外来)
(午前) ー

原野  由美 ー ー原野  由美 原野  由美

松永  拓也 松永  拓也 冨永  直之吉岡　航 冨永  直之消化管内視鏡（責任者）
担当医担当医 担当医担当医 担当医腹部エコー

中村　恵 中村 　恵中村　恵/松本  圭一郎松本  圭一郎 松本  圭一郎透　　　析

吉村　達 吉村　達/江頭  絵里奈 吉村　達/江頭  絵里奈江頭  絵里奈 ー糖尿病代謝内科

呼吸器内科

消化器内科

血液内科

膠原病・
リウマチ内科

腎臓内科

腎代替療法指導外来

福岡  麻美/曲渕  裕樹 福岡  麻美/曲渕  裕樹 福岡  麻美/曲渕  裕樹 福岡  麻美/曲渕  裕樹 福岡  麻美/曲渕  裕樹感染症（予約・紹介）
堺  真梨子 白濵  裕梨ー ー ー午前（再来）

新　患
再　来
新　患
再　来

貞松  宏典 梅口  仁美 久保田  未央 貞松  宏典/梅口  仁美ー新　患
岩永  健太郎/久保田  未央 貞松  宏典/河東  美菜(午後)/原口  裕貴(午後) 梅口  仁美/貞松  宏典 岩永  健太郎/久保田  未央梅口  仁美再　来

阿部  日向子 担当医 森田  竜麻 松永  拓也冨永  直之新　患

幸地　祐飯野  忠史吉本  五一 吉本  五一ー新　患

野村  忠洋松永  拓也緒方  伸一冨永  直之 冨永  直之再　来

再　来

神林  眉裕里 神林  眉裕里松岡　華 井本　航松岡　華新　患
中村　恵 中村　恵井本　航松本  圭一郎 松本  圭一郎再　来

丸山  暁人 前田　翼ー ーー午後（再来）

柏田  知美/佐野  晴彦 柏田  知美/佐野  晴彦 柏田  知美/佐野  晴彦 柏田  知美/佐野  晴彦
柏田  知美/佐野  晴彦午前（再来）

安波  道郎 安波  道郎 安波  道郎 安波  道郎 ー遺伝カウンセリング外来(13時～14時)(完全予約制)

陳　文瀚/西村  優希ー ー ー ーペースメーカー外来（午前）（完全予約制）

ーー 冨永  直之(午前) ー ーピロリ外来（完全予約制）

中園  貴彦/安座間  真也
森田  孝一郎/岸川  浩尚　他

中園  貴彦/安座間  真也
森田  孝一郎/岸川  浩尚　他

中園  貴彦/安座間  真也
森田  孝一郎/岸川  浩尚　他

中園  貴彦/安座間  真也
森田  孝一郎/岸川  浩尚　他

中園  貴彦/安座間  真也
森田  孝一郎/岸川  浩尚　他

放射線診断・
IVR

鳥羽  隆史 鳥羽  隆史 鳥羽  隆史 鳥羽  隆史鳥羽  隆史(再来のみ)放射線治療

不整脈外来

安心院  法樹/神下  耕平 安心院  法樹/柿本  洋介吉田  敬規/兼田  浩平 兼田  浩平/柿本  洋介 吉田  敬規/神下  耕平午　　前

大坪  豊和ー ー ー ー午　　前

午　　前

午　　後

佐々  由季生/髙木  宣典 佐々  由季生/髙木  宣典 佐々  由季生/髙木  宣典
手　術 手　術

手　術手　術
午　　前

午　　前

松本  健一/井戸  啓介 松本  健一/井戸  啓介井戸  啓介/松本  健一 手　術手　術午　　前

手　術
手　術

手　術
里　学/三保  貴裕 里　学/三保  貴裕午　　前

米倉  直美
柳瀨  正平

米倉  直美
柳瀨  正平

米倉  直美
柳瀨  正平入院手術 外来手術

午前（新患）
午前（再来）

諸隈　太/佐藤  暢晃
児島  偉人/武井　楓/松隈  啓人 手　術 手　術

諸隈　太/佐藤  暢晃
児島  偉人/武井　楓/松隈  啓人

諸隈　太/佐藤  暢晃
児島  偉人/武井　楓/松隈  啓人午　　前

一般・消化器
外科

ー午後（新患）(完全予約制)

午前（再診）
午後（新患）

月～金　　がんに関する相談に、認定看護師が対応しますがん看護外来

ー 神経外来(第2)/循環器外来 循環器外来/内分泌外来/神経外来(第3) 1ヶ月健診/アレルギー外来 アレルギー外来午　　後（完全予約制）

専門スタッフ 専門スタッフー ー ー午　後

小杉  寿文/久保  麻悠子
池田  智子

小杉  寿文/久保  麻悠子
池田  智子ー ー ー完全予約制

ー 古賀  靖大 担当医 池田　貯 浦田  雅子(第1・3・5)/松藤  祥平(第2・4)新　患

三好　篤 三好　篤三好　篤 古賀  浩木 伊藤  孝太朗
新　患

松藤  祥平古賀  靖大 浦田  雅子 田中  聡也池田　貯再　来
ー馬塲  耕一 ー ーー乳腺外来（午前）

再　来

手　術 手　術 手　術
担当医 担当医新　患

武田  雄二/宮本  詩子 武田  雄二/宮本  詩子再　来

山内　健/亀井  一輝 山内　健/亀井  一輝再　来

ー 前　隆男 ーーー骨粗しょう症外来紹介（午後）（完全予約制）
ー 担当医 ーーーＰＲＰ外来紹介（午後）（完全予約制）

大坪  豊和大坪  豊和 ーー ー午　　後
検　査 心カテ 心カテ 心カテ 心カテ午　　後

検　査 検　査午　　後

午　　後

腎移植 腎移植 腎移植専門外来

午　　後

塚本  伸章/松下　優/加峯  亮佑 前　隆男/松下　優/今井　稜 塚本  伸章/加峯  亮佑/今井　稜当番医
手　術

一般整形
林田  光正/馬場　覚 馬場　覚手　術林田  光正/脊椎担当医脊　　椎

専門外来
（完全予約制）

肝胆膵内科

肝胆膵外科

呼吸器外科

小児外科

月 火 水 木 金

内　科

小児科

腫瘍内科
（臨床腫瘍科）

循環器
内　科

脳神経
内　科

緩　和
ケア科

外　科

眼　科

産婦人科
室　雅巳/久米  可奈子 室　雅巳/小林  瑞季 室　雅巳/吉武  薫子産　科

吉武  薫子室　雅巳久米  可奈子産　科（紹介）

午　　前 原田  慶美 原田  慶美
手術

　回診

午　　後 内藤  光三（第1・3）回　診 回　診

助産師外来 ー ー助産師 助産師 助産師

八並  直子/吉武  薫子/野口  光代 安永  牧生/光　貴子/久米  可奈子 安永  牧生/光　貴子/小林  瑞季婦人科

八並  直子光　貴子手術日（急患のみ担当者）婦人科（予約）

耳　鼻
いんこう科

泌尿器科

野口  信宏/時貞  壮志 野口  信宏/時貞  壮志 野口  信宏/時貞  壮志 野口  信宏/時貞  壮志 野口  信宏/時貞  壮志午前・午後 完全予約制歯科口腔外科

形成外科

皮膚科

整形外科

心臓血管
外　　科

緒方  彩子 井之口  香映子 千々岩  理佐 ー井之口  香映子(第2・3)一　　般人間ドック
認定看護師 認定看護師 認定看護師 認定看護師 認定看護師ストーマ・床ずれ・失禁（完全予約制）看護専門外来

脳神経外科

精神科

放射線科

新　患 山内　健
手　術 手　術亀井  一輝

亀井  一輝/山内　健

午　　前
手　術 手　術

宮崎  純二/宮﨑  俊一/相良  駿介 宮崎  純二/宮﨑  俊一/相良  駿介 宮崎  純二/宮﨑  俊一/相良  駿介
午　　後 回診・検査 回診・検査 回診・検査

手術日
（急患のみ担当者）

手術日
（急患のみ担当者）

専門外来については小児科外来に
お問い合わせください

午　　前

（ 　　　　　　         　 　　　　 )

外来手術 外来手術フットケア外来
手術


